
 

五郷の子どもたちのために、多くの方にご支援を 

いただければ幸いです。 
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五郷小学校・五郷中学校は、平成３０年４月より熊野市教育委員会指定のコミュニティ・スクー

ルとしてスタートしました。昨年度末より学校評議員の方々のご意見をいただきながら、準備委員

会を立ち上げ取組をすすめてまいりました。今年度から少しずつ保護者や地域の皆様にコミュニテ

ィ・スクールの取組や子どもたちの活動の様子を「コミュニティ・スクールだより」を通してお伝

えさせていただきたいと思います。 

 

コミュニティ・スクールって、なあに？ 

コミュニティ・スクールは、学校と保護者や地域のみなさんが共に知恵を出し合い、一緒に協働し 

ながら、子どもたちの豊かな成長を支えていく「地域とともにある学校づくり」を進める仕組みです。 

地域に開かれ、保護者や地域に支えられた信頼される学校づくりをすすめようとするものです。 

 

 

コミュニティ・スクールつて、どんなことをするの？ 

コミュニティ・スクールには保護者や地域諸団体等の代表の方 

から構成される学校運営協議会が設けられ、学校運営の方針を承 

認したり、五郷の子どもたちにどんな教育的な支援ができるのか 

を協議し、保護者・地域・学校の三者で子どもたちの成長に必要 

なことを考え、活動を行っていきます。 

 

農業体験「田植え」を行いました。 

 

食物や命の大切さを考え、生産することの大変さや 

喜びを体験しようと、小中合同の「農業体験学習」を 

行いました。この学習は小・中学校で進めている「五 

郷学習」の一環でもあり、郷土に対する理解と、ふる 

さと「五郷」を愛する気持ちを育てることも目的とし 

ています。コミュニティ・スクールになっての最初の 

取組でもあり、「ふるさと創生実行委員会」や地元婦 

人会の協力をいただき実施しました。 

中学生を班長に３つのグループに別れ、苗を植えて 

いきました。小学生低学年の児童を気づかう中学生の 

姿も見られ、有意義な活動となりました。 

 


